
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
東
京

都
の
株
式
会
社
ヌ
ー
ブ
一
級
建
築

士
事
務
所
の
「
と
に
か
く
広
い
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
売
り
の
提

案
。
そ
の
公
表
会
が
3
月
23
日（
土
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
高
森
駅
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
案
を
紹
介
し
ま
す
。

定
住
×
観
光
×
防
災

南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
周
辺
再
開
発

　
　
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
完
成
報
告

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

高森ならではの景観の
保全と創造

運行業務を機能的かつ快適に
行える駅舎の実現

快適な居場所となる交流施設
（ラウンジ）の実現

交通利便性を備え的確な情報を
提供する観光拠点の実現

安全かつ情報が集約された
防災拠点の実現

　

今
か
ら
3
年
前
の
4
月
14
日
、

16
日
の
２
度
に
わ
た
り
最
大
震
度

７
の
揺
れ
が
発
生
し
た
熊
本
地

震
。
こ
の
地
震
に
よ
り
高
森
駅
と

南
阿
蘇
村
の
立
野
駅
を
結
ぶ
「
南

阿
蘇
鉄
道
」
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
地
域
の
公
共
交
通
の

基
軸
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
業
を
支
え
る
南
阿
蘇
鉄
道
の

復
旧
は
、
地
域
復
興
の
鍵
と
な
り

ま
す
。
高
森
町
は
阿
蘇
地
域
の
創

造
的
復
興
の
一
環
と
し
て
、
南
阿

蘇
鉄
道
の
高
森
駅
と
そ
の
周
辺
を

対
象
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作

成
す
る
た
め
、
後
世
に
残
る
文
化

的
資
産
の
創
造
と
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
熊
本
県
が
推
進
し
て

い
る
『
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

事
業
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の
３
つ
の

柱
で
あ
る
、

　
■
定
住

　
■
観
光

　
■
防
災

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
39
提

案
の
う
ち
、
2
回
の
審
査
を
経
て

▲様々な意見が飛び出したワークショップ

基本方針

CD
B

　

住
民
参
画
に
よ
り
、
広
く
意
見

を
募
ろ
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
５

回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。

　
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、

　
■
観
光
と
定
住
に
つ
い
て

　
■
防
災
と
交
通
に
つ
い
て

　
■
高
森
の
風
景
に
つ
い
て

　
■
建
物
の
配
置
計
画
に
つ
い
て

　
■
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
旅

の
５
項
目
。

　

こ
こ
で
議
論
さ
れ
た
様
々
な
観

点
か
ら
出
た
意
見
や
要
望
、
そ
し

て
上
位
関
連
計
画
と
の
整
合
性
な

ど
を
踏
ま
え
、
５
つ
の
基
本
方
針

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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